
※１ 　速報時に判明している状況であり、調査が進むにつれて内容が変わることがあります。

※２ 　速報時に判明している状況から同種災害を防止するために想定される再発防止対策や関
連通達・指針です。

起因物

災害発生
状況
※1

 厚生労働省「職場のあんぜんサイト」
 同種災害事例のイラストを引用

　廃材解体のためガス溶断作業を行っ
ていたところ、廃材に滞留していた液
体又は気体に引火・爆発し、爆風で吹
き飛ばされたもの。

想定され
る再発防
止対策
※２

○

○

○

　引火・爆発の危険性がある液体、蒸気及びガス等が滞留して
いる可能性がある物についてガス溶断作業を行う際には、十分
に洗浄し、ガス等の除去を行うこと。

　ガス溶断作業については、ガス溶接技能講習修了者等の有資
格者に行わせること。

　関係労働者にガス溶断作業の危険性等について安全教育を実
施すること。

可燃性のガス 事故の型 爆発
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